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この研 究 は, 日本 と欧州 に おけ る踊狂 現象 を, い

ろ いろな観 点 よ り比 較 レ考 察す るこ とを 目的 とした。

具体 的に は, 日本 にお い ては 念仏踊 とおか げ まい り

壷, 欧州 にお いて は ダ ンシ ング ・マ ニ ア と十字 軍 を

と りあげ てみ た。

I. 念 仏 踊

念仏 踊 とは, 踊念 仏 ともい われ, 念仏や 和讃 を唱

えなが ら, 念仏僧 の う しろに従 って, 鉦 ・太鼓 な ど

を打 ち鳴 ら して踊 る こ とか ら始 まった。 そ して, そ

の偽 空也(1)や一 遍(2)らに よって全 国に ひ ろめ られた 。

踊 る様 は, 狂 操 的悦惚 乱 舞 で あって, 踊 り跳 ねた も

ので あっ た(3)そして, この 念仏 踊は, 室 町時代 に は

娯 楽化 し, 風流化 して い った。(4)また, 念仏 に代 わ っ

て小 歌 が入 る よ うにな り, 近世 の歌舞 伎舞 踊 の発生

基 盤 ともなって い った。(5)ヤヤ コ踊 ・風 流 踊 ・盆 踊 な

どは, この 念仏 踊か ら, 念仏 的要 素が な くな った も

ので ある。

また, 念仏 踊 の背景 としては, 一室町 ・戦 国の社 会

不安 が あげ られ, その意義 は, 当代 社会 へ の レジス

タ ンス と, 世 の うっぷ ん晴 しが あげ られ る。

この よ うに, 念 仏 踊は, 以下 に あげ る3つ の現 象

の よ うに事 件 的 な もので はな く, 社 会 ・人々 の意 識

の変化 とと もに展 開 して い った もので あ る とみ る こ

とが で きる と思 う。

また, 念仏 踊の普 及 度 は, 仏教 の普 及度 と相 互 に

深 く関係 しあって い る。

II. おか げ まい り

周知 の ご と く, おか げ まい り とは, 江戸時代 全般

に約60年 周期 で起 こっ た踊狂現 象 であ り, 伊 勢神 宮(6)

へ 向か う巡礼 運動 で あ った。 この 時代 は, 神 道 と仏

教 が融合 した時代 であ り, 町 で は歌舞伎 踊 りが流 行

し, 農村 で は盆 踊 な どの楽 しみ を期 に 応 じて行 な っ

ていた。

具体 的 な おか げ まい りの現 象 として は, 主 な もの

で, 慶安3年(1650), 宝 永2年(1705), 享保3年

(1718), 同8年(1723), 明和8年(1771), 文政13年

(1830)の6回 と, 慶応3年(1867)の え え じゃない

か があ げ られ る。 これ らの うち, 宝永 ・明和 ・文政

の3つ のものを近世の三大巡礼運動 とし, その特徴

と して は, 約60年 周期 で行 なわ れた こ と, 運動 が お

よそ全 国的 な規模 にな った こ とな どが あ げ られ る。

また, 慶 応 の ええ じゃないか の原 因 につ いて は, 諸

説乱 立 して い る。主 な ものに, 政 治 的作為 説 ・病 的

社 会現 象 説 ・変 態的 末期 的現 象説 な どが あ げ られ る。

また, 上 林 氏は慶 安 のおか げ まい りの発生 原 因 を,
「慶安 の触 書」との関係 とみ て い お(7)が

, 高尾 氏 は, こ

の 頃 の民衆 の生 産 力, 生 活 の向上 に よる民衆 の成 長

もそ の原 因の1つ では ないか とみて い る(8)享保期 の

もの につ いて は, この時期 は, 入代 将 軍吉 宗 に よ る
「享保 の改 革 」 が な され た時期 で もあ り, 上林 氏 は,

この改革 の禁欲 的傾 向が 享保3年 の おか げ まい りの

発生 原 因 では ないか と して い る(9)

III. ダ ンシ ング ・マニ ア

今 回 は, ヨー ロ ッパ に おけ る踊狂 現象 を総 称 して,

ダ ンシ ン グ ・マニ ア と呼ぶ こ とに した 。ダ ンス ・マ

カー ブル とい う用 語 は, フ ランス での もの にお い て

使 用 した。 また, ドイツ ではセ ン ト ・ジ ョン ・ダ ン

ス とセ ン ト ・ヴ ィ トス ・ダンス, イ タ リア では, タ

ラ ンテ ィズム を とりあげて み た。

しか し, ダ ンス ・マ カー ブル が, 実 際 に 踊 り狂 わ

れ た もの なの か, それ とも単 に 「死」 をテー マ に し

ただけ の踊 りなの か定か で ない。 セ ン ト・ジ ョン ・ダ

ンス とセ ン ト ・ヴ ィ トス ・ダ ンスは どち らも ドイツ

で発 生 して, ベ ル ギー な どへ も波 及 した1のこれ ら と

黒死 病 との関連 は非 常 に深 い ものの よ うに思 われ る

が, その原 因 は黒死 病 であ る とは言 い きれ ない。 し

か し, これ らの波及 に拍 車 をか け た こ とは確 かで あ

る。 イ タ リアの タラ ンテ ィズムは, ドイ ツの もの と

同 じ頃 の発生 で, 18世 紀 頃 まで続 いた 。 ●

IV. 十 字軍

以上 の3つ の踊 狂現 象 に, 十字 軍 をつ け加 えた理

由は, 巡礼 運動 とい う点 に視 点 をあ て る と, お か げ

ま い り と対 比 で きるか らであ る。

十字 軍 とは, 11世 紀 末 に欧 州 に 起 こっ た もの で,

人々 の聖 遺物 に対 す る狂信 的 な執 着 が その 原因 の主

な もので あ る1。具体 的 には正 式 な もの で7回, 非 公

式 な もの を含 めて 十数 回行 われ た。 その他, 民衆 十

字 軍や, 子供 十字 軍 な どもあ る。 しか し, これ ら十

字 軍 の 中で, 本 来 の 目的 であ るイェ ルサ レム奪 回 を

成功 させ たの は, 第1回 目の ものだ けで あ った。(12)

その 当時 の ヨー ロ ッパ 人は, 非常 に 海外事 情 に対

して無知 な状 態 で あった 。 また, 参加 者 は, 民衆 十

字 軍 と子供 十 字軍 は例 外 として, 他 の公 式 の ものは

主 に騎士 で あ った。

以 上 の4つ の踊狂 現象 を, 原 始民 族 的 ・宗教 心理

的 ・群 集心 理的 な どの観 点 よ り比較 考察 を してみ る。
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ザ ックスに よれ ば, 「人 間 は 踊 る こ との忘我 の 内

に あって, 現世 と来世, 悪 魔 と精 霊 と神 の王 国 との

間隙 に橋 をふ け る(13)」とい って, 舞踊 をわれ われの未

開の祖 先か ら受 け つ いで い る もの であ るとしてい る。

また, ランガー は, 我 々 の 未 開 の 祖 先 は, 舞 踊 を,

未開 の生活 の最 も重 大 な知 的活動 として いて, 人間

精 神が, その世 界 に参加 す るこ とで あ るとして い る。

そして, 両者 とも舞 踊 の法悦 性 を大 き く認 めて い る。

つ ま り, 人 間 の中 には, 原始 よ り絶 え るこ とな く脈

々 と流 れ続 け てい る舞 踊の 法悦性 は, 人間 が存在 す

る限 りその 中 に潜 んで い る とみ て よいの では ないか

と考 え られ る。 しか し, 十字 軍 につ いては, この こ

とを考察 し得 るだ けの先 行研 究 も史料 も見 当たらず, 

今段 階 では, 踊狂 の範 ち ゅ うに入 るか どうか の判 断

はで きない。

次 に, これ ら4つ の踊 狂現 象 と宗 教 との関 わ りを

み てい く。 これ らの背 景 に は, 仏教 ・神 道 ・キ リス

ト教 が あ り, 具 体 的 には, お かげ まい りは伊勢 神 宮

へ の巡礼運 動 で あ り, 十 字軍 は イェルサ レムへ の 巡

礼運動 で あ る。両 者 とも, 規模 こそ違 え, 各宗教 の

総 本 山へ の巡礼運 動 とい う点 に共通 点 を見 るこ とが

で きる。十 字軍 を, これ らの踊狂 現 象の 中に入 れて

論 じた当初 の理 由 は ここ にあ る。 また, 十 字軍 は宗

教 的 にみ る と念仏 踊 と も比較 で きる。それ は, 外来

宗 教 として の キ リス ト教 及 び仏教 が, そ の地 に定 着

す る媒 介 と して これ ら2つ の踊狂 現象 が存在 した と

み るこ とが で きるか らであ る。

次に, 人 々が群 集化 し, それが 踊狂現 象へ とつ な

が って い った心理 を さ ぐってみ る。

群 集 を1つ の集 合体 た ら しめ てい る もの は物理 的

接触 を土 台 とした心 的相互 接 触 であ る ところの直接

的接 触 であ る。
(14)

また, タル ドとブ ルー ヤ は, 群 集 の形 態 を4つ に

分 けて い る。 タル ドに よれ ば 「表 現 の群 集 」に入 り, 

ブルーマ に よれば, 「表 現 的群 集」に含 まれ る。 その

理 由は, 両 者 とも, 群 集 の異常 的 な心理 状態 として

の興奮 が 身体運 動 に よ って表現 され る とい う点 をそ

の群 集形 態 の特 徴 と して あ げて いる こ とで あ る。

以上 の よ うに, 今 回は これ ら4つ の踊 狂現 象 を3

つ の観点 よ り考 察 してみ た。

つ ま り, 人 間に は, 原始 よ り踊 る こ とに よって法

悦状 態に達 しエクスタ シー を得 る とい う欲 求が あ り, 

それは, 文 化や 宗教 の相違 を越 えて人 間が根 源的 に

所有 して い る欲 求 で あ る。生理 学 的に い えば, 大脳

皮質 レベ ル での人 間 の共通 性 といえるもので あ ろ う。

狩 猟文 明 にお け る跳 躍 的 な舞踊 も, 農 耕文 明 にお け

る大地 的 な舞 踊 も, 人間 自身 の喜怒 哀楽 の表 われ で

あ る点, また, そ の根 底 には法 悦性 が見 出だ され る

点 に も共通 性 があ る。 これ ら踊狂現 象 は, こ うした

人間 の内面 的 同一性 す な わ ち法 悦性 が, 宗 教 的 ・文

化 的差 異 を もちな が ら も, 群 集 心理 に よって誘 発 さ

れ た現 象 であ る とみ る こ とが で きる と考 え る。

注1. 延喜3(903)年 に生 まれる。彼 の生 きた時代 には, 東国で

は将門の乱, 西 国では藤 原純 友の乱(承 平の乱)が 起 き, 

晩年 には, 安和 の変(969)も 起 きているほ ど, 社会 的に

は不安定 だった。

注2. 延応元(1239)年 伊予 に生 まれ, 正 応2(1289)年 世 を去 っ

た。朝廷 と幕府が対立 し, 国内を混乱にお としいれた承

久の乱が おこったのは, 一遍 出生18年 前の ことであ る。

注3～5. 郡司正勝 「日本舞 踊辞典」 「念仏踊」の頃 東京堂出版

昭和52年6月25日

注6. 伊勢神宮 は, もともと伊勢地 方の地 方神 をまつ った もの

で したが, 5世 紀以 降になって, 天 皇勢 力の伊勢地方へ

の進出に ともなって天皇家 とむす びつ き, その担先神 と

合 体 され た。 国家神 となったのは奈 良中期 頃か らの こと

であ る。

注7. 上 林澄雄 「日本反文化 の伝統」講談社 学術文庫P.198.

注8. 高尾一彦 「近世 の 日本」講談社現代新書, S.51.6.20

P.103

注9. 上林澄雄 前掲書.P.198

注10. J.F.C.HECKER"The Dancing Mania of the Middle

Ages"P.1～6

注11. 鯖 田豊之 「ヨー ロッパ 中世」 河出書房新社, S.44.1.15

P.197

注12. 鯖 田豊之 前掲書, P.291

注13. クル ト ・ザ ックス 「世 界舞 踊史」小 倉重 夫訳, 音楽の友

社, S.47.6.1P.10

注14. 佐藤智雄 ・柳井道夫 「社会心理学」学文社, S.47.4.10

タル ドは, 群集 の形態 を次 の4つ に分 けてい る。

1) 期待 の群集(foules expectantes)

2) 注意 の群集(foules attentives)

3) 表現 の群集(foules manifestantes)

4) 行為 の群集(foules agissantes)

ブルーマー は, 群集 の形態 を次の4つ に分けて いる。

1) 偶然 的群集(casual crowd)

2) 会合 的群集(conventionalizedcrowd)

3) 行動的 ・攻撃的群集(acting, aggressive crowd)

4) 表現的群集(expressive crowd)
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